
地
方
小
都
市
に
恥
け
る
商
庖
街
の
形
成
と
変
貌

ー
群
馬
県
富
岡
市
富
岡
町
の
場
合

l

井

上

政
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工

は
じ
め
に

商
庖
街
の
研
究
は
先
学
に
よ
っ
て
多
く
な
さ
れ
て
お
り
、
交
通
量
・
庖
舗
密
度
・
顧
客
吸
引
力
・
路
線
価
格
・
庖
舗
間
口
等
の
諸
要
素

を
指
標
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
商
庖
街
の
性
格
を
指
摘
し
て
い
る

T
y
a〉。

筆
者
は
、
近
代
商
庖
街
形
成
の
胎
動
期
で
あ
る
明
治
時
代
初
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
商
庖
街
の
形
成
と
変
貌
を
、
現
商
庖
の
創
業

年
代
・
創
業
者
の
出
身
地
域
・
取
り
扱
い
商
品
の
変
化
等
の
諾
要
素
か
ら
研
究
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
上
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
先
学
に

よ
っ
て
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
着
眼
し
て
調
査
し
た
の
で
御
報
告
す
る
。

商
庖
街
の
研
究
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
は
、
聞
き
取
り
調
査
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
日
ま
で
の
史
学
側
の
研
究
報
告
に

は
一
・
二
の
商
庖
の
事
例
に
基
づ
い
て
、
あ
た
か
も
商
庖
街
の
代
表
例
の
ご
と
く
地
域
を
論
じ
て
い
た
感
が
い
な
め
な
い
。
商
庖
街
の
研

究
に
の
み
な
ら
ず
、

一
部
の
代
表
例
に
よ
っ
て
地
域
を
論
じ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
多
く
の
時
間
的
労
力
と
面
接
に
よ
る
困
難
は
と
も

な
う
が
、
聞
き
取
り
調
査
を
軽
視
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
反
対
に
得
る
べ
き
点
は
多
大
と
考
え
ら
れ
る
の
で
当
該
地
域
の
全
数
を
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富岡町戸口変遷表

年号 [西暦|戸数|人口|年号 |西暦|戸数|入口

慶長16年 1611 157 明治16年 1883 756 1.859 

寛永4年 1627 151 大正9年 1920 一 11. 074 

明和元年 1764 514 2.149 昭和元年 1926 2.461 12.093 

天明8年 1788 472 1. 945 昭和10年 1935 12.840 

寛政2年 1790 480 1. 970 昭和20年 1945 一 17.547 

文化11年 1814 498 一 昭和30年 1955 18.271 

文政5年 1822 491 1. 665 昭和40年 1965 19.780 

天保8年 1837 455 1「昭和45年 1970 一 20.198 

明治2年 1869 437 1. 751 

表1

対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

近
年
、
小
売
商
等
全
数
を
対
象
と
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
地
域
論
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
(
き
よ
き
。

筆
者
も
、
対
象
地
域
の
商
庄
全
数
に
対
す
る
個
別
面
接
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
昭
和
四
九

年
(
一
九
七
四
)
一
二
月
に
実
施
し
た
。
聞
き
取
り
調
査
の
主
眼
点
は
現
庖
舗
所
在
地
の
先

住
者
の
追
跡
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
時
代
に
お
け
る
商
庖
街
の
形
態
を
明
ら
か
に

し
、
地
方
小
都
市
の
実
態
及
び
地
域
差
が
ど
の
よ
う
な
経
過
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
か
を

明
確
化
せ
ん
と
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、
都
市
化
に
と
も
な
う
商
居
創
業
の
動
機
を
主
体

と
す
る
論
述
と
の
相
違
点
で
あ
る
。

E 

研
究
対
象
地
域

富
岡
市
は
県
西
南
に
位
置
し
、
面
積
九
三
・
六
ぽ
人
口
四
・
六
万
人
の
地
方
小
都
市
で

あ
る
。
高
崎
よ
り
西
南
へ
二

O
M、
鏑
川
と
高
田
川
の
河
岸
段
丘
面
上
に
市
街
地
が
あ

る
。
東
西
に
通
る
上
信
電
鉄
は
高
崎
と
下
仁
田
を
結
ん
で
お
り
、
明
治
三

O
年
(
一
八
九

七
)
九
月
に
全
線
が
開
通
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
平
行
し
て
国
道
二
五
四
号
線
も
通
っ
て
い
る

が
交
通
機
関
の
不
備
に
よ
り
今
日
も
地
方
の
小
中
心
と
し
て
の
様
相
を
と
ど
め
て
い
る
。

昭
和
二
九
年
(
一
九
五
回
)

に
隣
接
町
村
を
合
併
し
て
市
制
施
行
し
て
い
る
が
、
中
核



お
り
、

を
な
し
て
い
る
の
は
富
岡
町
で
あ
り
、
慶
長
一
七
年
(
一
六
二
一
)
四
月
に
そ
の
母
胎
と
な
っ
た
瀬
下
(
下
町
)

と
み
え
る
の
が
最
初
で
あ
る
ハ
包
。

五
年
後
の
元
和
三
年
(
一
六
一
七
)

の
水
帳
に
「
富
岡
新
田
」

の
検
地
が
行
な
わ
れ
て
一

こ
れ
ら
の
人
々
の
多
く
は
当
一

時
奥
平
氏
の
城
下
町
で
あ
り
、
絹
市
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
西
方
約
四
回
の
宮
崎
か
ら
移
住
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
四
町
の
戸
数
は
〈
表
ご
若
干
の
自
然
増
加
を
と
も
な
っ
て
明
治
を
む
か
え
る
が
、
町
の
成
立
と
同
時
に
市
が
開
設
さ
れ
、
寛
一

地方小都市における商庖街の形成と変貌
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そ
の
市
の
繁
栄
は
地
続
き
の
一

七
日
市
藩
(
前
田
氏
一
万
石
)
小
幡
藩
(
織
田
氏
、
後
に
松
平
氏
三
万
石
)
の
市
が
存
続
で
き
な
か

っ
た
く
ら
い
で
あ
る

auo
明
治
年
聞
に
は
現
在
の
商
庖
街
の
前
身
と
し
て
の
景
観
が
形
成
さ
れ
て

文
年
聞
こ
六
六
一

l
一
六
七
二
)

に
九
斉
市
が
完
成
さ
れ
た

8〉
O

い
た
こ
と
が
、
明
治
三
七
年
(
一
九

O
四
)

の
群
馬
県
営
業
便
覧
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

図

富
岡
町
の
四
町
は
(
図
一
)
下
町
か
ら
順
次
盛
衰
を
く
り
か
え
し
、
現
在
は
上
・
横
町
が
中
心
で

あ
る
。
下
町
に
お
い
て
は
明
治
初
期
を
頂
点
と
し
て
衰
退
の
一
途
を
歩
み
、
往
年
の
繁
栄
を
と
ど
め

f者市岡

る
も
の
は
少
な
く
今
回
の
調
査
か
ら
は
除
外
し
た
。
そ
こ
で
上
町
六
一
居
舗
、
横
町
五
七
居
舗
、
中

町
四
一
庖
舗
の
計
一
五
九
庖
舗
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
商
屈
街
を
、
今
回
の
研
究
対
象
地
域
と
し
て
一

富図 1

調
査
し
た
が
諸
事
情
に
よ
り
九
七
庖
舗
(
六
一
・

O
一
%
)
よ
り
の
回
答
を
得
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ

れ
ら
の
商
居
は
国
通
二
五
四
号
線
に
沿
っ
た
約
一
回
の
地
域
に
ほ
ぼ
連
続
し
て
立
地
し
て
い
る
。
な

お
裏
通
り
の
商
居
は
今
回
の
調
査
か
ら
は
除
外
し
た
。
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表 2 業種別庖舗数の推移(1)

明治 37 年 昭和 49 年

業 種|上町|横町|中町|計業 種|上町l問中町|計
米穀 11 1 米穀 11 1 1 
魚 21 31 21 7 魚 11 1 1 
八百 21 21 21 6 八百 11 21 11 4 
牛肉 11 11 2 1 D;I r.5 1 11 11 2 
酒 11 11 21 4 1 ¥J!i o 1 21 11 21 !) 
豆茶菓 腐 31 3 1 W JA r.5 1 11 1 

11 21 21 5 l?f r.5 1 11 21 1 3 
子 41 51 61 15 1 ~ -T r.5 1 61 11 31 10 

21 21 41 8 

荒 物物署量器 21 11 3 ¥ <& !I&J r.5 ¥ 1¥ 21 ¥ 3 
11 11 11 3 1 lls!J ~ r.5 1 11 21 1 3 
11 11 11 3 
11 11 2 
21 41 41 10 

古 着太物立 商商商商 21 81 10 
呉染服 物 41 ~I ~I ~ 呉染 服物 居広 il 21 11 ~ 
仕 11 1 

洋手品芸用衣料品庖広 101 lil 21 214 

11 11 2 計 21 21 1 4 
小間物商 31 71 31 13 子 喜信広 11 11 11 3 

時霊古自占 転道籍計具物車具 商商商商商商 111 11 111 1222 1 白 転形形車 11 111 31 3 5 1 

11 21 1 3 
21 21 1 4 
21 31 5 
11 1 1 
11 1 1 
11 1 1 
11 1 

11 1 1 

楽 車器廿'*' 用 11 1 1 I 自動 品 21 2 
理髪 21 31 5 理 11 1 
うどん 21 11 41 7 食 堂 31 31 41 10 
旅質金 21 11 3 

11 11 2 
貸 11 11 2 

銀 11 1 銀行 31 11 1 4 
喫茶后 11 1 
クリーニング屋 11 1 
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明治 37 年 昭和 49 年

業 種|上町|横町|中町| 計|業 種 |上町|横町|中町| 計

表建ブ リ具具キ

1 1 
2 2 2 6 
2 2 
1 l 2 

材童量 機木苗具 広霊信
1 1 

1 1 2 1 1 
1 l 1 1 

2 4 5 11 1 1 2 
1 3 2 6 3 1 l 5 
2 4 1 7 
1 l 
8 1 4 13 
1 1 2 
l 1 2 

1 1 
2 2 4 8 煙 草 屋 1 1 

1 1 
建

材材 庖庖
1 1 

石 1 l 
ガソリン・

2 3 
スタンド 1 

戸、ツ ト庖 1 1 

計 I 661 691 821 計 1 611刊 411 159 
% 130.4131. 8137. 81 100.01 タ6 138• 4135.812吋 100.0
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E 

商
庖
街
の
形
成
と
変
貌

ω 
概
観

今
日
、
大
都
市
は
人
口
集
中
に
と
も
な
い
市
街
地

拡
大
が
著
し
く
、
行
政
上
の
市
域
を
も
越
え
連
続
し

明治37年の庖舗数は群馬県営業便覧によった。

た
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
。
同
時
に
勢
力
圏
も
成

畏
を
続
け
、

五

o
h
・一

o
o
hに
も
及
ん
で
い

る
。
他
方
、
人
口
五
万
人
前
後
の
小
都
市
は
勢
力
圏

を
形
成
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
多
く
の
場
合
上
位
中

心
部
市
の
勢
力
圏
に
組
み
こ
ま
れ
、
大
都
市
周
辺
で

は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に
と
・
も
な
っ
て
発
生
し
、
地
方

で
は
城
下
町
・
市
場
町
等
の
歴
史
を
持
ち
な
が
ら
、

人
口
は
下
降
線
を
示
す
名
ば
か
り
の
都
市
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
商
業
活
動
を
意
図
し
て
形
成
さ

(注)

れ
、
独
自
の
勢
力
圏
を
保
持
す
る
当
地
域
に
お
い
て

は
、
商
居
街
の
形
成
と
変
貌
に
つ
い
て
い
か
な
る
特
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色
を
生
ず
る
か
を
問
題
に
し
た
い
。

業
種
別
居
舗
数
の
推
移
仰
を
み
る
と
(
表
一
一
)
明
治
三
七
年
に
は
上
町
六
六
庖
舗
・
横
町
六
九
庄
舗
・
中
町
八
二
庖
舗
の
計
一
一
一
七
居

舗
が
立
地
し
て
い
た
。
こ
の
数
は
明
治
三
七
年
発
行
の
群
馬
県
営
業
便
覧
に
よ
っ
た
。
昭
和
四
九
年
に
は
上
町
六
一
庖
舗
・
横
町
五
七
居

舗
・
中
町
四
一
居
舗
の
計
一
五
九
庖
舗
に
変
動
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
体
で
は
二
六
・
七
形
の
減
少
で
あ
り
、
各
町
別
で
は
上
町
七
・
六

%
の
減
少
、
横
町
一
七
・
四
%
の
減
少
、
中
町
五
0
・
0
%
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
全
体
的
に
み
て
停
滞
も
し
く
は
若
干

の
哀
退
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
各
町
別
に
は
そ
れ
ま
で
の
中
心
で
あ
っ
た
中
町
が
衰
退
し
、

か
わ
っ
て
上
町
・
横
町
に
中
心
的
機
能

が
移
行
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
景
観
的
に
は
横
町
が
中
心
で
あ
る
と
考
察
さ
れ
る
。
各
町
の
延
長
及
び
・
戸
数
は
上
町
四

O
O
m
九

O
戸
で
あ
り
、
横
町
二
五

O
m
で
六
三
戸
、
中
町
四

O
O
m
で
入

O
戸
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
商
庖
占
有
率
は
上
町
六
七
・
入
%
、
横
町

九
0
・
五
%
、
中
町
五
一
・
二
彪
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
横
町
の
優
位
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
明
治
ご
一

O
年
に
開

通
し
た
上
信
電
鉄
の
上
州
富
岡
駅
の
立
地
が
上
町
・
横
町
に
比
較
的
近
接
し
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
。
上
州
富
岡
駅
は
路
線
一
七
駅

中
高
崎
に
次
い
で
乗
降
客
が
多
く
、
同
駅
以
西
か
ら
の
乗
降
客
は
高
崎
よ
り
多
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
富
岡
以
西
の
消
費
者
に
支
え
ら
れ

た
富
岡
町
商
庖
街
の
立
地
要
因
が
み
い
だ
さ
れ
る
。

業
種
別
居
舗
数
の
推
移
聞
を
み
る
と
(
表
一
二
)
明
治
三
七
年
に
は
食
料
品
一
九
・
八
%
、

日
用
品
一
0
・
六
形
、
衣
料
品
一
一
・
一
%

身
辺
雑
貨
品
一
四
・
三
話
、
文
化
品
四
・
六
%
、

サ
ー
ビ
ス
業
九
・
二
形
、
そ
の
他
三
0
・
四
形
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
九
年
に
は
食
料
品

ヨ了
O
M、
日
用
品
一
一
・
九
形
、
衣
料
品
一
九
・
五
%
、
身
辺
雑
貨
品
四
・
四
%
、
文
化
品
二
0
・
人
男
、

サ
ー
ビ
ス
業
一
0
・
七

v
p
、
そ
の
他
一
0
・
七
%
に
な
っ
て
い
る
。

食
料
品
・
日
用
品
に
は
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、
身
辺
雑
貨
品
に
は
大
幅
な
低
下
が
み
ら
れ
る
。
文
化
品
は
独
自
の
商
圏
を
保
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業種別府舗数の推移 (2)

明治 37 年 昭和 49 年

上町|横町|中町| 上町|横町|中町| 言十

食料品
11 14 18 43 14 9 12 35 
5.0 6.5 8.3 19.8 8.8 5.7 7.5 22.0 

日用品 7 8 8 23 6 10 3 19 
3.2 3.7 3.7 10.6 3.8 6.2 1.9 11. 9 

i衣料品 5 6 13 24 13 15 3 31 
2.3 2.8 6.0 11.1 8.2 9.4 1.9 19.5 

身辺雑貨品
8 14 9 31 3 4 7 
3.7 6.5 4.1 14.3 1.9 2.5 一 4.4 

文化品
4 3 3 10 11 12 10 33 
1.8 1.4 1.4 4.6 7.0 7.6 6.2 20.8 

サービス業 7 4 9 20 6 4 7 17 
3.2 1.8 4.1 9.2 3.8 2.5 4.4 10.7 

その他
24 20 22 66 8 3 6 16 I 
11.1 9.2 10.1 30.4 5.0 1.9 3.8 10.7 

言十 lr4l69182|2171161157l41|159 30.4 I 31. 8 I 37.8 I 100.0 11 38.4 I 35.8 I 25.8 I 100.0 

表 3

ち
富
岡
以
西
の
顧
客
を
吸
引
す
る
た
め
の
大
き
な
要
素
で
あ

り
、
大
幅
な
上
昇
が
み
ら
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
は
横
ば
い
で
あ

る
。
明
治
三
七
年
の
そ
の
他
の
占
め
る
割
合
が
多
い
こ
と
は
、

糸
繭
商
等
の
産
地
集
荷
問
屋
の
立
地
が
多
い
た
め
で
あ
り
、
昭

和
四
九
年
に
低
下
し
て
い
る
の
は
、
糸
繭
商
の
衰
退
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。

上段:実数，下段:地区別業種成比(%)

業
種
別
居
舗
数
を
各
町
別
に
み
る
と
明
治
三
七
年
に
は
上
町

で
は
食
料
品
五
・

O
M、
日
用
品
三
・
二
形
、
衣
料
品
二
・
三

v
p
、
身
辺
雑
貨
品
三
・
七
形
、
文
化
品
一
・
八
形
、

サ
ー
ビ
ス

業
ゴ
了
二
%
、
そ
の
他
一
一
・
一
括
で
あ
っ
た
。
昭
和
田
九
年

に
は
食
料
品
八
・
八
%
、

日
用
品
三
・
八
形
、
衣
料
品
入
・
二

形
、
身
辺
雑
貨
品
一
・
九
%
、
文
化
品
七
・

O
M、
サ
ー
ビ
ス

業
三
・
入
形
、
そ
の
他
五
・

O
Mに
変
化
し
て
い
る
。
横
町
で

は
明
治
三
七
年
に
食
料
品
六
・
五
弱
、

日
用
品
三
・
七
形
、
衣

料
品
二
・
八
%
、
身
辺
雑
貨
品
六
・
五
%
、
文
化
品
一
・
四
%

サ
ー
ビ
ス
業
一
・
人
形
、
そ
の
他
九
・
二
対
で
あ
っ
た
。
昭
和

(注)

四
九
年
に
は
食
料
品
五
・
七
弱
、

日
用
品
六
・
二
%
、
衣
料
品
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九
・
四
話
、
身
辺
雑
貨
品
二
・
五
%
、
文
化
品
七
・
六
%
、

サ
ー
ビ
ス
業
一
了
五
財
、
そ
の
他
一
・
九
%
に
変
化
し
て
い
る
。
中
町
で
は

明
治
三
七
年
に
食
料
品
八
・
三
%
、

日
用
品
三
・
七
%
、
衣
料
品
六
・
O
%
、
身
辺
雑
貨
品
四
・
一
%
、
文
化
品
一
・
四
%
、

サ
ー
ビ
ス

業
四
・
一
%
、
そ
の
他
一

0
・
一
括
、

で
あ
っ
た
。
昭
和
田
九
年
に
は
食
料
品
七
・
五
%
、

日
用
品
一
・
九
%
、
衣
料
品
一
・
九
%
、
身

辺
雑
貨
品
O
M
、
文
化
品
六
・
二
%
、

十

l
ビ
ス
業
四
・
四
封
、
そ
の
他
ご
て
八
Mm
に
変
化
し
て
い
る
。

各
業
種
と
も
明
治
三
七
年
に
は
中
町
に
集
中
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
九
年
に
は
食
料
品
は
上
町
、

日
用
品
は
横
町
、
衣
料
品
は
横
町
、

身
辺
雑
貨
品
は
横
町
、
文
化
品
は
横
町
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
中
町
、
そ
の
他
は
上
町
が
上
位
を
占
め
、
横
町
に
中
心
が
移
行
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

各
町
の
商
盾
数
の
全
商
庖
数
に
対
す
る
割
合
は
、
明
治
三
七
年
に
は
上
町
一
ニ

0
・
四
%
、
横
町
コ
二
・
八
Mm、
中
町
三
七
・
八
形
で
あ

り
、
各
町
競
合
の
中
で
中
町
の
若
干
の
優
位
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
昭
和
四
九
年
に
は
上
町
三
八
・
四
%
、
横
町
三
五
・
八
%
、
中

町
二
五
・
八
%
に
変
化
し
て
お
り
、
数
字
上
で
は
上
町
優
位
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
既
述
の
各
町
の
延
長
と
戸
数
に
対
す
る
割
合
を
考

慮
す
れ
ば
、

や
は
り
横
町
の
優
位
を
こ
こ
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
全
体
数
で
は
停
滞
傾
向
に
あ
る
本
商
居
街
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
指
導
的
地
位
の
変
動
を
明
確
に
考
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

(B) 

創
業
年
代
と
先
住
地
域

近
世
以
前
の
商
居
は
今
日
の
常
設
庖
舗
の
形
態
を
と
る
こ
と
は
少
な
く
、
市
に
代
表
さ
れ
る
巡
回
行
商
的
形
態
を
と
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
も
専
業
商
業
で
は
な
く
多
く
は
半
農
半
商
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
本
来
的
な
農
作
物
の
余
剰
品
を
売
買
し
た
と
考
察
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
初
期
に
開
設
さ
れ
た
本
地
域
の
沿
革
は
既
述
し
た
が
、
検
地
帳
に
み
え
る
「
富
岡
新
田
」
は
創
設
当
時
か
ら
絹
・
麻
・
紙
の
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移住年代と先住地域

|江戸時代1a~2法121~4ま|犬正時代|忠~2j151~43| 言十 ¥% 
群馬i18 5 9 8 12 20 72 74.2 

新潟 2 1 2 5 5.3 

東京 l 2 1 4 4.2 

埼玉 2 1 3 3.1 

滋賀 2 1 3 3.1 

富山 1 1 2 2.1 

長野 1 1 1.0 

千葉 1 1 

愛知 1 1 1.0 

岐阜 1 1 1.0 

三重 1 1 1.0 

徳島 1 1 1.0 

愛媛 1 1 1.0 

鹿児島 1 1 1.0 

% ¥ 22.7 ¥ 10.3 ¥ 14.4い0.3 I 16.5 I 25.8 ¥ - 11()O:O 

表 4

場
町
か
つ
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
宮
崎
の
住
民
の
集

団
移
住
に
対
す
る
補
償
と
し
て
の
「
市
」
の
開
設
が
約
束
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
商
業
活
動
を
意
図
し
て
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

明
暦
年
間
(
一
六
五
五

l
一
六
五
八
)
に
中
町
市
が
誕
生

す
る
が
、
更
に
寛
文
年
間
(
一
六
六
一

l
一
六
七
二
)
に
中

町
の
両
端
の
瀬
下
(
下
町
)
と
上
町
に
拡
大
さ
れ
、
九
斉
市

が
完
成
さ
れ
る
。

移
住
年
代
と
先
住
地
域
を
み
る
と
(
表
四
)
商
居
創
業
年

代
と
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
現
商
居
家
系
の
移
住
年
代

と
先
住
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
移
住
年
代
と
し
て
江

戸
時
代
に
は
二
二
軒
(
二
二
・
七
%
)
の
移
住
が
あ
り
、
明

治
元
年
か
ら
明
治
二

O
年
の
聞
に
は
一

O
軒
(
一

0
・
三
%
)

明
治
二
一
年
か
ら
明
治
四
四
年
の
聞
に
は
一
四
軒
(
一
回
・

四
M
m
)
、
大
正
年
聞
に
は
一

O
軒
(
一

0
・
三
%
)
、
昭
和
元

年
か
ら
昭
和
二

O
年
の
聞
に
は
一
六
軒
ご
六
・
五
拓
)
、
昭

和
二
一
年
か
ら
昭
和
四
九
年
の
聞
に
は
二
五
軒
(
一
一
五
・
八
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対
)
で
あ
る
。
ま
た
先
住
地
域
と
し
て
本
地
域
以
外
の
群
馬
県
七
二
軒
(
七
四
・
二
%
)
、
新
潟
県
五
軒
(
五
・
三
対
)
、

東
京
都
四
軒

(
四
・
二
%
)
、
滋
賀
県
・
埼
玉
県
各
三
軒
(
一
一
了
一
%
)
、
富
山
県
二
軒
(
一
了
一
%
)
、

県
a

千
葉
県
・
徳
島
県
・
長
野
県
・
三
重
県
各
一
軒
(
各
一
・
O
%
)
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
地
域
開
設
当
時
の
宮
崎
か
ら
の
移
住
者
と
考
察
さ
れ
る
の
が
一
八
軒
現
存
し
て
お
り
一
入
・
六
%
を
も
占
め

る
。
-
江
戸
時
代
に
お
け
る
本
地
域
の
主
商
品
は
絹
・
麻
・
煙
車
・
紙
・
石
灰
・
砥
石
等
で
あ
り
、
比
較
的
大
都
市
と
の
置
結
を
顕
著
に
す

る
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
商
業
は
対
外
的
に
発
展
し
、
小
売
商
と
し
て
で
は
な
く
遠
融
地
と
の
取
引
を
中
心
と
す
る
生

産
地
集
荷
問
屋
的
色
彩
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
余
剰
農
作
物
の
売
買
、
日
用
品
の
売
買
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
上
町

以
下
愛
知
県
・
愛
媛
県
・
鹿
児
島
県
・
岐
阜

の
道
路
に
は
、
そ
の
当
時
に
出
居
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
庖
舗
前
の
空
地
が
み
ら
れ
る
。
大
正
年
閉
ま
で
上
町
大
通
り
の
中
央
に
は
水
路

が
流
れ
て
お
り
、
市
の
立
地
に
関
係
し
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
相
当
数
の
移
住
が
行
な
わ
れ
た
と
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現

住
者
中
本
地
域
開
設
当
時
か
ら
の
移
住
者
と
考
え
ら
れ
る
の
は
一
八
軒
(
一
入
・
六
形
)
で
あ
る
。

明
治
以
後
の
移
住
者
の
先
住
地
域
も
群
馬
県
中
心
で
あ
り
、
五
五
・
七
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本
地
域
の
地
理
上
の
位
置
が

大
き
な
原
因
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
砥
石
等
で
大
都
市
と
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、
明
治
初
頭
に
お
い
て
は
「
官
営
富
岡
製
糸
工

場
」
の
設
立
と
い
う
要
素
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
の
交
通
革
命
で
あ
る
鉄
道
の
建
設
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
本

地
域
の
発
展
を
さ
ま
た
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
今
日
地
方
の
一
中
心
と
し
て
と
ど
め
ら
れ
て
お
り
、
前
代
移
住
者
も
く
わ

え
て
商
屈
の
前
住
地
の
七
四
・
二
形
が
群
馬
県
で
あ
り
、
江
戸
時
代
以
来
の
商
庄
が
比
較
的
く
存
続
し
て
い
る
要
因
で
あ
る
と
考
察
さ
れ

る。
創
業
年
代
と
先
住
地
域
を
み
る
と
(
表
五
)
江
戸
時
代
に
創
業
し
た
の
が
八
庖
舗
で
八
・
二
形
を
占
め
て
い
る
。
以
下
各
時
期
の
創
業
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創業年代と先住地域

|江戸時代|弘-2習121~451大正時代|住~23E1~4Zl 言十 ¥ % 
群馬 7 6 9 11 12 27 72 74.2 

新潟 1 2 1 1 5 5.3 

東京 4 4 4.2 I 

埼玉 1 1 l 3 

滋賀 1 1 1 3 3.1 

富山 1 l 2 2.1 

長野 1 1 

千葉 1 1 1.0 

愛知 1 1 1.0 

岐阜 1 1 1.0 

三重 1 1 1.0 

徳島 1 1 1.0 

愛媛 1 1 1.0 

鹿児島 1 1 1.0 

8 

%¥ 9.3 ¥ 13.4い5.5I 15.5 ¥ 38.1 I ¥100.0 

表 5

数
は
明
治
元
年
か
ら
明
治
二

O
年
ま
で
の
聞
に
九
居
舗
で
九

-
三
%
、
明
治
一
二
年
か
ら
明
治
四
四
年
ま
で
の
聞
に

居
舗
で
二
ニ
・
四
形
、
大
正
年
聞
に
一
五
庖
舗
で
一
五
・
五

%
、
昭
和
元
年
か
ら
昭
和
二

O
年
の
聞
に
一
五
居
舗
で
一
五

-
五
%
、
昭
和
二
一
年
か
ら
昭
和
四
九
年
ま
で
の
聞
に
三
七

居
舗
で
三
八
・
一
%
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
既
述
の

移
住
年
代
と
の
比
較
に
よ
り
、
移
住
者
が
移
住
後
す
ぐ
に
創

業
せ
ず
他
の
職
種
か
ら
の
転
業
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

A

呉
服
居
と

B
商
庖
は
江
戸
時
代
に
越
後
か
ら
移
住
し
、
明
治

初
期
と
大

E
初
期
に
創
業
し
て
い
る
。

C
菓
子
舗
は
同
じ
く

江
戸
時
代
に
伊
勢
か
ら
移
住
し
、
明
治
三

0
年
代
に
創
業
し

て
い
る
。
ま
た

P酒
庖
の
よ
う
に
万
延
元
年
ご
八
六

O
)

に
近
江
か
ら
工
場
と
庖
舗
の
み
を
創
業
し
、
庖
主
は
大
正
初

期
に
移
住
し
て
き
た
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
当
時

各
地
で
、
酒
商
や
茶
商
の
よ
う
に
特
産
品
を
扱
う
商
業
に
よ

く
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
生
産
地
集
荷
問
屋
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創業年代と庖舗間口

|江戸「時代I吐(元-2治0)|〈明21-4治tJl大正時代|昭(元-2和0)|昭(21-4和9)| 言十 ~I: 
2 間 2 2 2.1 I 
2.5 1/ 1 1 2 9 13 13.4 

3 1/ 2 3 3 7 15 15.5 

3.5 1/ 2 3 5 4 5 19 19.6 

4 1/ 1 2 3 3 6 15 15.5 

4.5 1/ 1 1 2 3 2 5 14 14.4 

5 J九F 2 1 1 4 4.1 

6 1/ 1 3 2 6 6.2 

7 λy 1 1 1 3 3.1 

7.5 1/ 1 1 1.0 

8 λy 1 1 1.0 

8.5 1/ 1 1 1.0 

9 1/ 1 1 1.0 

12 1/ 2 2 2. 1 

%1 9.3 1 13.4 I 15.5 J 15 __ ~ J 38.1 1 -1100.0 

表 B

中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
商
庖
街
の
大
半
を
占
め
て
い
た
糸

繭
商
・
砥
石
商
の
衰
退
に
呼
応
し
て
一
般
小
売
商
の
立
地
が

増
大
し
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
明
治
以
降
の
生
活
様
式
の

西
欧
化
に
と
も
な
う
新
商
品
を
取
り
扱
う
商
屈
の
立
地
が
求

め
ら
れ
た
こ
と
。
人
口
増
加
に
と
も
な
う
日
用
品
・
食
料
品

商
の
常
設
居
舗
の
立
地
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
察

さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
商
庄
は
近
在
か
ら
の
移
住
者
を
中
心

と
し
て
創
業
が
増
加
す
る
。

製
糸
工
場
の
設
立
に
よ
る
需
要
増
に
と
も
な
っ
て
他
県
か

ら
の
移
住
者
が
多
い
と
い
う
推
論
を
持
っ
て
い
た
が
、
今
回

の
調
査
で
は
そ
の
影
響
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
現
在
の
居
舗
に
対
す
る
調
査
を
基
盤
と
し
た
か
ら
で
あ
り

当
時
は
少
な
か
ら
ず
他
県
か
ら
の
移
住
に
よ
る
こ
の
関
係
の

居
舗
創
業
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

(c) 

創
業
年
代
と
庖
舗
間
口
・
従
業
員
数

創
業
年
代
と
居
舗
間
口
を
み
る
と
(
表
六
)
居
舗
間
ロ

聞
が
二
百
舗
で
二
・
一
%
を
占
め
て
い
る
。
以
下
二
・
五
問



が
一
三
庖
舗
で
一
三
・
四
形
、
三
聞
が
一
五
庖
舗
で
一
五
・
五
日
月
、
ざ
了
五
聞
が
一
九
庖
舗
で
一
九
・
六
%
、

四
聞
が
一
五
唐
舗
で
一
五

-
玉
男
、

五
聞
が
四
庖
舗
で
四
・
一
区
、
六
聞
が
六
居
舗
で
六
・
二
形
、
七
聞
が
三
庖
舗
で
三

四
・
五
聞
が
一
四
百
舗
で
一
四
・
田
川
知
、

-
一
男
、
七
・
五
間
が
一
居
舗
で
一
・
O
M
、

八
聞
が
一
居
舗
で
一
・
O
M
、

八
・
五
聞
が
一
居
舗
で
一
・
O
M
P
、
九
聞
が
一
庖
舗
で
一

-
O
M
、
一
一
一
聞
が
二
倍
舗
で
二
・
一
%
を
占
め
る
。

「
富
岡
新
田
」
開
設
当
時
の
町
割
り
は
間
口
四
・
五
問
、
奥
行
き
三
六
聞
で
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
も
そ
の
型
を
残
存
し
て
い
る
の
は

若
干
あ
る
。
し
か
し
庖
舗
間
口
だ
け
残
存
し
、
奥
行
き
は
裏
通
り
に
面
し
て
い
る
た
め
分
割
し
て
処
分
し
て
い
る
庖
舗
も
少
な
く
な
い
。

現
在
の
居
舗
間
口
は
二
・
五
聞
か
ら
四
・
五
聞
の
聞
が
主
流
で
あ
り
、
そ
の
数
は
七
六
居
舗
で
七
四
・
四
%
に
も
達
す
る
。

地方小都市における商后街の形成と変貌

ま
た
居
舗
間
口
四
聞
の
居
舗
は
、
通
路
と
し
て
半
聞
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
町
割
り
当
初
の
間
口
を
有
し
て
い
る
の
は
二
九
庖
舗
で

二
九
・
九
%
に
も
達
し
て
い
る
が
奥
行
き
に
つ
い
て
は
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

創
業
年
代
と
庖
舗
間
口
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
江
戸
時
代
に
創
業
し
た
庖
舗
の
間
口
は
比
較
的
町
割
り
当
初
の
型
を
中
心
と

し
て
残
存
し
て
い
る
。
明
治
元
年
か
ら
明
治
二
O
年
の
聞
に
創
業
し
た
庖
舗
は
四
聞
か
ら
九
聞
の
聞
に
多
く
、
明
治
二
一
年
か
ら
昭
和
二

O
年
の
聞
に
創
業
し
た
居
舗
は
、
江
戸
時
代
に
創
業
し
た
屈
舗
と
同
じ
間
口
の
場
合
が
多
い
。
昭
和
二
一
年
か
ら
昭
和
四
九
年
の
聞
に
創

業
し
た
居
舗
は
、

四
・
五
間
以
下
の
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
の
大
幅
な
地
価
の
上
昇
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。

創
業
年
代
と
従
業
員
数
を
み
る
と
(
表
七
)
家
族
従
業
員
の
み
が
四
一
庖
舗
で
四
二
・
二
%
に
も
達
し
て
い
る
。
以
下
従
業
員
一
名
が

一
三
居
舗
二
ニ
・
四
話
、
二
名
が
六
庖
舗
で
六
・
二
形
、
三
名
が
七
庖
舗
で
七
・
二
形
、

四
名
が
七
居
舗
で
七
・
二
%
、

五
名
が
六
居
舗

で
六
・
二
形
、
六
名
が
五
庖
舗
で
五
・
二
形
、

八
名
が
五
庖
舗
で
五
・
二
形
、
九
名
が
一
庖
舗
で
一
・
O
M
、

一
O
名
が
一
庖
舗
で
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O

M
、
一
一
名
が
一
庖
舗
で
一
・
O
%
、

一
一
一
名
が
一
居
舗
で
一
・
O
M
、

一
五
名
が
三
居
舗
で
三
・
二
，
%
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
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創業年代と従業員数

|江戸時代1明(元-2治M|明M 治4)||大正時代1昭(元-20)1(2和|昭M 和9) 計 1% 
家族のみ l 3 7 8 7 15 41 42.2 

従業員1 1 3 3 6 13 13.4 

λソ 2 1 1 1 3 6.2 

Fノ 3 1 1 l 1 3 7 7.2 

" 4 1 1 1 4 7 7.2 

" 5 1 2 1 2 6 6.2 

" 6 2 1 2 5 5.2 

λツ 8 2 1 1 1 5 5.2 

" 9 1 1 1.0 

" 10 1 1 1.0 

" 11 1 1 1.0 

" 12 1 1 1.0 

" 15 1 l 1 3 3.2 

言十 9 川 97 1-
% 9.3 1 13.4 1 15.5 I 15.5 1 38.1 1-1 1 

表 1

家
族
従
業
員
の
み
の
居
舗
と
従
業
員
一
名
の
居
舗
が
五
回
庖
舗
で

五
五
・
六
形
を
占
め
小
型
居
舗
中
心
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る。
従
業
員
数
と
創
業
年
代
の
関
係
を
考
察
す
る
と
、
江
戸
時
代
に

創
業
し
た
庖
舗
は
比
較
的
従
業
員
が
多
く
三
名
以
上
が
大
半
を
占

め
る
(
七
八
・
五
ガ
)
。
明
治
元
年
か
ら
明
治
二

O
年
の
間
に
創

業
し
た
庖
舗
で
は
従
業
員
二
名
以
上
が
五
五
・
大
形
で
あ
る
。
以

下
各
年
代
の
従
業
員
二
名
以
上
の
庖
舗
の
占
め
る
割
合
は
、
明
治

二
一
年
か
ら
明
治
四
四
年
ま
で
の
聞
で
は
四
六
・
二
形
、
大
正
時

代
は
四
六
・
七
形
、
昭
和
元
年
か
ら
昭
和
二

O
年
ま
で
の
聞
で
は

五
三
・
三
話
、
昭
和
二
一
年
か
ら
昭
和
四
九
年
ま
で
の
間
で
は
五

九
・
五
%
を
占
め
、
明
治
以
降
大
幅
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。

ま
た
各
年
代
に
創
業
し
た
居
舗
数
に
対
す
る
家
族
従
業
員
の
み

の
庖
舗
の
割
合
は
、
江
戸
時
代
は
二
了
五
%
、
明
治
元
年
か
ら

明
治
二

O
年
ま
で
の
聞
で
は
三
三
・
コ
一
形
、
明
治
二
一
年
か
ら
明

治
四
四
年
ま
で
の
聞
で
は
五
三
・
八
形
、
大
正
時
代
で
は
五
三
・

三
労
、
昭
和
元
年
か
ら
昭
和
二

O
年
ま
で
の
聞
で
は
四
六
・
七
彪



数

一
1家族|従業|従業|従業|匂T一一貫軒査を l従業 l従業|従業|従業|従業|伊| 計 % 
のみ員 1 員2 員3 員 員8 員9 員10 員11 員12 貝15

2 間 1 1 2 2. 1 

2.5 /1 9 1 1 1 1 13 13.4 

3 /1 7 3 2 1 1 1 15 15.5 

3.5 /1 8 2 2 2 3 1 1 19 19.6 

4 11 7 2 2 1 1 1 1 15 15.5 

4.5 11 5 2 1 1 1 1 1 1 1 14 14.4 

5 11 2 1 1 4 4.1 

6 11 1 1 1 2 1 6 6.2 

7 11 1 1 1 3 3.1 

7.5 ノノ 1 1 1.0 

8 11 1 1 1.0 

8.5 11 1 1 1.0 

9 Fノ
1 1.0 

12 11 1 1 1 2 2.1 

計 |41|13161 -7  -1  71 6 1 5 1 5 1 1 
1 1 1 3 1 97 一

男6 |422l134i 100 

員業従と口間舗庖表 8

柑
輔
副
附
け
~
一
世
絵
Q
沼
恒
慢
の
吋
む
お
は
恒
績
も
択
判
明
自民111Jオ兵心堕惇盟将司キ制\-J Q~ \-J 吉田0 ・同次会J~~;V~l[J{i'向。

~-Y Q ~J 州兵 4工、起朝日01JIl( 11 明出-Y Q出嬬 Q恒判も$組穏当十~設もJ 千) ~-lQ潟市野島 Q~岳会n\毛sn終端総事*0限 Q J{ Q
出

N
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居
舗
の
成
立
は
反
対
に
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
の
居
舗
が
低
成
長
な
が
ら
も
、
小
型
庖
舗

中
心
か
ら
中
型
居
舗
へ
移
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

従
業
員
五
名
以
上
の
庖
舗
を
便
宜
的
に
有
力
商
屈
と
し
て
取
り
扱
い
、
創
業
年
代
と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
る
と
全
庖
舗
数
に
対
す
る

有
力
商
居
の
割
合
は
二
三
居
舗
で
二
三
・
七
%
に
達
す
る
。
ま
た
各
創
業
年
代
に
対
す
る
割
合
は
、
江
戸
時
代
で
は
六
二
・
五
%
を
占
め

以
下
明
治
元
年
か
ら
明
治
二
O
年
ま
で
の
聞
で
は
四
四
・
四
%
、
明
治
一
二
年
か
ら
明
治
四
四
年
ま
で
の
聞
で
は
三
人
・
五
%
、
大
正
時

代
で
は
六
・
六
%
、
昭
和
元
年
か
ら
昭
和
二
O
年
ま
で
の
聞
で
は
一
三
了
三
話
、
昭
和
二
一
年
か
ら
昭
和
四
九
年
ま
で
の
聞
で
は
一
六
・

二
%
を
占
め
る
。
有
力
商
庖
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
の
間
で
一
四
居
舗
で
六

0
・
九
%
に
も
達
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
地

域
の
有
力
庖
舗
は
比
較
的
古
い
時
代
に
創
業
し
た
庖
舗
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

庖
舗
間
口
と
従
業
員
数
を
み
る
と
(
表
入
)
家
族
従
業
員
の
み
の
居
舗
で
は
間
口
が
四
間
以
下
を
示
す
も
の
が
七
八
・
O
%
に
も
達
す

る
。
従
業
員
一
名
の
庖
舗
で
は
三
聞
か
ら
四
・
五
聞
の
聞
に
六
九
・
二
形
を
占
め
る
。
以
下
二
名
で
は
三
聞
か
ら
三
・
五
聞
の
聞
に
六
六

-
六
形
、
三
名
で
は
コ
了
五
聞
か
ら
四
聞
の
聞
に
五
七
・
一
月
、

四
名
で
は
三
聞
に
四
二
・
入
話
、

五
名
以
上
で
は
四
・
五
聞
を
中
心
と

し
て
分
散
し
て
い
る
。

間
口
六
間
以
上
の
庖
舗
の
従
業
員
数
は
、
家
族
の
み
・
従
業
員
一
名
・
従
業
員
二
名
が
各
二
庖
舗
立
地
し
、
間
口
六
間
以
上
の
居
舗
数

一
五
軒
の
そ
れ
ぞ
れ
一
三
・
三
河
を
示
す
。
従
業
員
四
名
以
上
は
九
庖
舗
で
六

0
・
0
泌
を
占
め
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
居
舗
間
口
の
狭
い
庖
舗
で
は
従
業
員
は
少
な
く
、
広
い
庖
舗
で
は
従
業
員
数
も
増
加
す
る
と
い
う
一
般
的
な
パ
タ
l

ン
が
み
ら
れ
る
。

(D) 

創
業
年
代
と
業
種
変
更
時
期
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A-D型分類による創業・業種変更時期

A B C 

Al¥ A2¥ Aa Bl¥B2¥Ba Cl¥C2ICa 
6 

明治時代 13 1 

変更 大正時代 1 1 1 13 1 

昭和 1 3 3 1 50 1 

計 ¥ 6 ¥ ¥ 2 ¥13 ¥ 4 1 5 113 ¥ ¥ 2 ¥ 5~\ lJ---=1 
言十 8 22 15 52 

% 8.2 22. 7 15.5 53.6 

表 g

創
業
年
代
と
取
扱
い
商
品
の
変
化
等
の
諸
要
素
か
ら
分
類
し
た
(
表
九
)
。

A
・
・
・
・
・
・
江
戸
時
代
に
創
業
し
た
居
舗

B
・
・
・
・
・
・
明
治
時
代
に
創
業
し
た
庖
舗

ci--・
大
正
時
代
に
創
業
し
た
居
舗

D
・
・
・
・
・
・
昭
和
に
創
業
し
た
居
舗

と
創
業
年
代
を
四
分
類
し
、
さ
ら
に
業
種
変
化
の
有
無
に
よ
り
、

-
型
:
:
:
現
在
も
創
業
時
よ
り
同
一
業
種
を
営
む
も
の

2
型
:
:
:
そ
の
後
、
類
似
業
種
に
変
更
し
た
も
の

3
型
:
:
:
そ
の
後
、
他
業
種
に
変
更
し
た
も
の

と
三
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
組
合
せ
た
。

創
業
年
代
は

D
が
過
半
数
を
占
め
五
二
庖
舗
で
五
三
・
六
拓
に
も
達
す
る
。
し
か
し

A
-
B
が一ニ

O
庖
舗
で
あ
り
三

0
・
九
彪
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
は
新
旧
同
居
の
型
を

示
し
て
い
る
。

ま
た
1
型
は
八
二
庖
舗
で
八
四
・
五
%
、

2
型
は
五
居
舗
で
五
・
二
話
、

3
型
は
一

O
居
舗
で
一

0
・
三
形
を
占
め
る
。
こ
れ
は
業
種
変
更
の
な
い
庖
舗
が
多
い
こ
と
を
示

し
て
お
り
、

2
型
は

A
・
C
に
は
一
庖
舗
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

3
型
は
各
年
代
に
存

在
す
る
が
比
率
は
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



232 

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
半
農
半
商
の
傾
向
が
強
か
っ
た
本
地
域
で
も
、
明
治
以
後
離
農
等
に
よ
る
常
設
小
売
庖
舗
が
多
く

立
地
し
た
。
商
庖
の
近
代
化
が
盛
ん
に
な
り
新
業
種
が
増
加
す
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
洋
服
商
・
洋
灯
商
・
時
計
商
・
西
洋
雑
貨

商
・
理
髪
業
等
の
創
業
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
商
庖
の
多
く
は
、
本
地
域
の
有
力
商
居
が
糸
繭
商
か
ら
転
種
・
兼
業
し
た
も
の
が
多
く

み
ら
れ
る
。

以
下
若
干
の
事
例
を
あ
げ
る
。

E
本
屈
は
明
治
二

O
年
こ
八
八
七
)
に
洋
灯
商
を
創
業
し
、
そ
の
後
硝
子
商
に
転
業
し
、
自
転
車
商
を
兼
業
し
た
。
そ
し
て
昭
和
五

年
(
一
九
三

O
)
に
は

F
商
会
と
し
て
自
転
車
商
を
独
立
さ
せ
た
。
現
在
は
煙
草
屋
を
兼
業
し
て
い
る
。

明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
に
泊
・
陶
器
・
紙
類
商
と
し
て
創
業
し
た

G
瀬
戸
物
庖
は
、
大
正
時
代
に
紙
類
商
を
廃
業
し
て
い
る
。
そ
し

て
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
の
販
売
を
行
な
い
、
戦
後
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
を
独
立
し
た
庖
舗
と
し
て
兼
業
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
か
ら
糸
繭
商
で
あ
っ
た

H
種
苗
屈
は
明
治
末
期
に
一
時
的
に
下
駄
商
を
兼
業
し
、
昭
和
六
年
ご
九
三
一
)
に
は
今
日
の
種

苗
庖
を
兼
業
し
、
戦
時
中
の
生
糸
組
合
の
崩
壊
に
よ
り
種
首
居
専
業
と
な
っ
た
が
、
昭
和
四
七
年
(
一
九
七
三
)
に
化
粧
品
屈
を
兼
業
し

て
い
る
。

ま
た
明
治
時
代
に
糸
繭
商
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
横
浜
へ
移
住
後
関
東
大
震
災
に
て
被
災
、
大
正
二
二
年
(
一
九
二
四
)
本
地
域
へ
再

移
住
し
て
煙
草
屋
を
創
業
、
そ
の
後
昭
和
の
初
期
に
化
粧
品
屈
を
兼
業
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
て
ゆ
く
商
屈
の
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
有
力
商
屈
で
は
積
極
的
に
新
業
種
を
取
り
入
れ

た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
取
り
扱
い
商
品
の
変
化
を
示
す
商
屈
は
創
業
年
代
の
古
い
居
舗
に
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
が
、

A
-
B
三
O

庖
舗
中
一
一
居
舗
(
三
六
・
七
%
)
が
業
種
変
更
し
て
い
る
。
こ
れ
は
業
種
変
更
を
経
験
し
て
い
る
一
五
庖
舗
の
七
三
・
一
二
%
に
も
達
す
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。
そ
し
て
八
百
屋
・
漆
器
商
・
紙
類
商
が
、
そ
れ
ぞ
れ
食
料
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
家
具
商
・
丈

房
具
商
へ
と
比
較
的
関
連
性
の
強
い
業
種
へ
の
変
更
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

M
材
木
庖
系
居
舗
を
み
る
と
(
図
一
一
)
初
代
は
江
戸
時
代
後
期
に
材
木
商
と
し
て
創
業
し
、
二
代
目
ま

で
は
材
木
商
だ
け
で
あ
っ
た
。
三
代
田
に
な
る
と
そ
の
兄
弟
に
よ
る
他
業
種
の
創
業
が
み
ら
れ

M
呉
服
庖

M材木庖系庖舗

が
明
治
三

0
年
代
に
創
業
、

さ
ら
に
明
治
三
九
年
(
一
九
O
六
)
に
は

M
荒
物
庄
が
創
業
さ
れ
て
い
る
。

四
代
目
に
な
る
と

K
呉
服
庄
が
昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
に
、

ま
た
五
代
目
に
な
る
と

M
家
具
屈
が
昭
和

一
八
年
ご
九
四
一
ニ
)
に
、

K
洋
品
屈
が
昭
和
二
九
年
(
一
九
五
回
)
に
創
業
し
て
い
る
。
現
在
は
六
代

図 2

自
の
時
代
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
有
力
商
庄
で
は
、

の
れ
ん
分
け
・
分
庖
・
出
屈
の
形
態
を
と
る
こ
と
が
多
い
。

の
れ
ん
分
け
を
し
た
居
舗
は
木
地
域
の
内
外
に
及
ん
で
出
庖
し
て
い
る
が
、
七
庖
舗
で
七
・
二
%
を
占

め
る
。
分
庄
を
持
つ
居
舗
は
分
庖
の
立
地
が
、

や
は
り
本
地
域
の
内
外
に
及
ん
で
い
る
が
、
七
居
舗
で
七

-
二
%
を
占
め
る
。
ま
た
出
屈
を
持
つ
庄
舗
も
本
地
域
内
外
に
出
庖
を
有
し
て
い
る
が
、

一
O
居
舗
で
一

0
・
三
%
を
占
め
る
。
以
上
の
形
態
を
合
計
す
る
と
二
四
居
舗
で
二
四
・
七
%
、
四
分
の
一
に
も
達
す

る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
居
舗
の
創
業
年
代
は
二
四
庖
舗
中
A
・
B
が
一
三
居
舗
で
五
四
・
二
彪
を
占
め
、

A
-
B
三
O
居
舗
の
四
三
・
三
%

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
創
業
年
代
の
古
い
居
舗
ほ
ど
多
様
化
を
示
す
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。

血
縁
者
に
よ
る
商
庖
経
営
の
有
無
は
九
七
庖
舗
中
三
二
百
舗
が
有
し
て
お
り
一
二
三
・
O
%
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
商
居
経
営
者
の
血
縁
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に
は
、
そ
れ
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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A
-
B
眉
舗
の
立
地
位
置
は
上
町
一
二
庖
舗
、
横
町
一
五
百
舗
、
中
町
三
居
舗
で

A
・
B
、
三

O
居
舗
に
対
す
る
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ

四

0
・
0
%、
五
0
・
0
%、
一
0
・
0
%と
な
っ
て
お
り
、
上
町
・
横
町
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
既
述

の
上
信
電
鉄
の
駅
の
立
地
に
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
駅
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
中
町
地
区
は
中
心
的
地
位
の
低
下
に
よ
り

庖
舗
数
が
激
減
し
、
庖
舗
の
移
転
・
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
日
の
商
居
街
は
妙
義
町
・
下
仁
田
町
・
甘
楽
町
・
南
牧
村
を
商
圏
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
本
地
域
市
街
地
の
住
民
は
近
年

高
崎
市
の
商
圏
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
商
店
街
を
構
成
し
て
い
る
小
売
商
の
う
ち
、
買
廻
品
は
市
街
地
の
住
民
に
よ
る
購
買
が
少
な

く
、
市
街
地
の
住
民
が
依
存
し
て
い
る
の
は
最
寄
品
だ
け
で
あ
る
。
買
廻
品
商
庄
の
成
立
を
支
え
て
い
る
の
は
前
述
の
本
地
域
以
西
の
地

域
で
あ
る
。

最
寄
品
商
屈
は
、
そ
の
地
域
を
商
圏
と
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
買
廻
品
商
庄
の
商
圏
は
一
段
階
も
し
く
は
二
段
階
ず
っ
、

よ
り
小
さ
な
規
模
の
地
域
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
高
崎
・
富
岡
・
下
仁
田
を
例
に
と
る
な
ら

ば
、
吉
岡
崎
は
東
京
方
面
へ
、
富
岡
は
高
崎
へ
、
下
仁
田
は
富
岡
に
依
存
す
る
傾
向
に
あ
る
。

lV 

お
わ
り
に

以
上
の
見
解
を
要
約
す
れ
ば
、

ほ
ぽ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
地
域
の
商
庖
街
を
構
成
し
て
い
る
居
舗
の
創
業
者
の
出
身
地
域
は
群
馬
県
内
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
狭
い
範
囲
の
近
在
人
が
中
心
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
中
央
と
の
交
通
機
関
の
不
便
さ
が
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
今
日
の
小
中
心
地
的
性
格
を
保

持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



大
都
市
に
お
い
て
は
、
同
一
市
域
内
に
一
次
・
二
次
・
三
次
と
利
用
頻
度
の
異
な
る
商
庖
街
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
本
地
域

の
商
庖
街
は
、
そ
れ
ら
の
要
素
の
大
部
分
を
統
合
し
た
商
庖
街
で
あ
り
、

し
か
も
唯
一
の
中
心
商
庖
街
で
も
あ
る
。
し
か
し
近
年
は
一
次

-
二
次
的
要
素
を
他
地
域
に
依
存
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
し
て
地
域
内
に
立
地
す
る
一
次
・
二
次
的
要
素
を
示
す
商
屈
は
、
さ
ら
に
過
疎

地
的
な
周
辺
地
域
の
住
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

つ
ま
り
地
方
小
都
市
の
住
民
は
買
廻
品
を
他
地
域
に
、
最
寄
品
を
地
域
内
の
商
庖
街
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地
域
内
の
買
廻
品

商
庖
は
そ
の
た
め
地
域
住
民
を
吸
引
す
る
た
め
の
都
市
化
を
は
か
り
、
周
辺
地
域
住
民
の
頭
越
し
を
防
ぐ
対
策
を
た
て
て
い
る
。
ま
た
ス

ー
パ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
的
商
庖
の
立
地
が
促
進
さ
れ
る
。

地方小都市における商広街の形成と変貌

そ
の
中
で
現
在
の
商
庖
街
を
構
成
し
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
の
は
、
創
業
年
代
の
古
い

A
-
B
商
庖
と
、
繭
の
不
振
に
よ
っ
て
転
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
近
在
農
家
に
よ
る
比
較
的
新
し
い
時
代
に
創
業
し
た
居
舗
で
あ
る
。

本
地
域
に
お
け
る
商
庖
街
を
検
討
し
た
結
果
と
し
て
左
記
諸
項
を
あ
げ
る
。

川
江
戸
時
代
初
頭
に
市
を
開
設
す
る
条
件
の
も
と
に
移
住
し
て
本
地
域
を
開
設
し
た
。

開
明
治
時
代
に
多
く
立
地
し
て
い
た
糸
繭
商
が
、
現
在
で
は
一
庖
舗
も
残
存
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
戦
中
の
生
糸
組
合
の
解
散
と

糸
と
繭
の
価
格
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
成
立
を
困
難
に
し
た
。

間
判
明
治
三
七
年
に
は
一
二
七
庖
舗
立
地
し
て
い
た
が
、
現
在
で
は
一
五
九
店
舗
で
あ
り
、
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
人
口
の
停
滞

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
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仙
商
居
街
を
構
成
し
て
い
る
三
町
の
中
心
的
地
位
が
、
上
信
電
鉄
の
開
通
に
と
も
な
っ
て
駅
附
近
へ
と
移
動
し
て
い
る
。

相
本
地
域
開
設
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
移
住
年
代
と
先
住
地
域
は
、
各
年
代
と
も
本
地
域
周
辺
か
ら
の
移
住
が
大
多
数
で
あ
り
七
四
・
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二
対
を
占
め
る
。
し
か
し
移
住
年
代
と
創
業
年
代
は
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
い
c

倒
庖
舗
間
口
は
開
設
当
初
の
町
割
り
四
・
五
聞
を
中
心
と
す
る
。
有
力
商
居
の
間
口
拡
張
が
若
干
認
め
ら
れ
る
。
戦
後
に
創
業
し
た
庖

舗
は
地
価
の
関
係
か
三
聞
の
も
の
が
多
い
。

m創
業
年
代
と
従
業
員
数
は
比
較
的
古
い
年
代
に
創
業
し
た
商
庖
に
従
業
員
数
も
多
い
こ
と
を
示
す
が
、
各
創
業
年
代
を
通
じ
て
家
族

従
業
員
の
み
の
居
舗
が
四
三
・
一
%
を
占
め
る
。
ま
た
居
舗
間
口
と
従
業
員
数
の
関
係
は
顕
著
に
は
表
わ
れ
て
い
な
い
。

側
買
廻
品
商
屈
と
最
寄
品
商
庖
を
支
え
る
消
費
者
の
在
住
地
域
の
二
重
構
造
が
認
め
ら
れ
る
。

門
付
記
〕
日
頃
よ
り
御
指
導
を
賜
わ
っ
て
い
る
駒
沢
大
学
地
理
学
研
究
室
・
自
然
科
学
研
究
室
の
諸
先
生
方
ゃ
、
現
地
で
お
世
話
に
な
っ
た
新
井
義
ニ

氏
を
は
じ
め
、
調
査
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
の
骨
子
は
歴
史
地
理
学
会
第
七
八
回
例
会
(
昭
和
五

O

年
九
月
)
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
。
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